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金田町人の動き 
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"r帯数 1. 79 1 

八 口 9 557 

男 4 ,899 女 4,858 

出 生 8 死亡 

●I 入 21 転出 

d
，
「
ー
 

n乙
 

長

寿

を

祝

う

 

金
 
田
 
町
 
敬
 
老
 
会
 

福
 

祉
 

係
 

九
月
十
五
日
、
敬
老
の
よ
き
日
、
永
年
社
会
の
 

を
テ
ー
マ
に
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

た
め
、
家
庭
の
た
め
に
尽
し
て
こ
ら
れ
た
金
田
町
 

今
年
は
大
正
三
年
九
月
十
五
日
以
前
に
生
れ
 

在
住
の
お
年
寄
り
の
長
寿
を
お
祝
す
る
、
敬
老
会
 

た
、
満
七
十
才
以
上
の
方
七
三
四
名
を
、
お
招
 

が
町
民
会
館
で
、
 

き
し
ま
し
た
が
、
五
三
六
名
の
い
づ
れ
も
壮
者
 

「
み
ん
な
の
力
で
 

豊
か
な
老
後
」
 

を
し
の
ぐ
、
元
気
な
お
姿
を
お
迎
え
す
る
こ
と
 

が
で
き
ま
し
た
。
 

式
典
に
先
だ
ち
、
会
場
受
付
に
お
い
て
満
七
 

十
才
以
上
の
方
々
に
、
本
町
よ
り
支
給
さ
れ
る
 

敬
老
年
金
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

式
典
は
午
前
十
時
に
は
じ
ま
り
、
亡
く
な
っ
 

た
方
々
の
ご
冥
福
を
祈
っ
て
黙
祷
を
さ
さ
げ
、
 

町
長
よ
り
各
種
の
記
念
品
の
伝
達
が
あ
り
、
挨
 

拶
の
中
に
、
従
来
の
い
た
わ
り
の
心
よ
り
そ
れ
 

ぞ
れ
の
能
力
を
出
し
合
せ
、
余
生
を
自
分
達
の
 

力
で
楽
し
く
過
そ
う
と
の
激
励
の
こ
と
ば
が
あ
 

り
、
来
年
度
も
元
気
に
て
敬
老
会
へ
の
ご
出
席
 

を
約
し
式
典
が
終
り
ま
し
た
。
 

そ
の
後
引
続
き
演
芸
が
催
さ
れ
、
婦
人
会
並
 

び
に
老
人
会
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
舞
踊
も
、
盛
 

大
な
拍
手
の
中
に
終
り
、
特
に
青
年
会
に
よ
二
 

劇
「
水
戸
黄
門
」
も
好
評
を
得
、
無
事
終
了
す
 

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
 

最
後
に
婦
人
会
、
青
年
会
の
み
な
さ
ん
を
始
 

め
、
関
係
者
各
位
の
御
協
力
を
厚
く
御
礼
申
し
 

上
げ
ま
す
。
 

一 

※
金
婚
式
該
当
者
名
（
五
組
）
 

長
谷
川
英
彦
 

シ
ゲ
ノ
殿
 

鵜
野
 
初
美
 

千
代
野
殿
 

藤
本
冨
士
松
 

マ
サ
ノ
殿
 

八
代
 
賢
亮
 

コ
サ
ョ
殿
 

貞
国
 
晋
 

ス
ミ
コ
殿
 

※
米
寿
者
該
当
者
名
（
九
名
）
 

高
崎
 
タ
カ
シ
 

殿
 

三
村
 

わ
き
 

殿
 

四

郎

丸

 

ハ
 
マ
 

宇
津
 

ッ
子
 

平
元
 

マ
キ
 

田
原
 

栄
治
 

外
園
 

ス
エ
 

花
出
 

誠
一
 

今
永
 

サ
カ
エ
 

x 

x 

× 殿 殿 殿 殿 殿 殿 殿 
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報
 

「
議
会
だ
よ
り
 

昭
和
五
十
九
年
第
七
回
定
例
 

町
議
会
が
九
月
二
＋
一
日
招
集
 

さ
れ
、
 

一
日
間
の
会
期
に
よ
り
 

議
案
が
慎
重
審
議
さ
れ
、
次
の
 

と
お
り
可
決
決
定
さ
れ
ま
し
た
 

⑥
議
案
第
四
十
六
号
専
決
処
分
 

を
報
告
し
承
認
を
求
め
る
こ
 

と
に
つ
い
て
 
（
原
案
承
認
）
 

⑥
議
案
第
四
十
七
号
金
田
町
監
 

査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
 

（
選
任
同
意
）
 

本
町
監
査
委
員
会
委
員
で
あ
 

る
香
月
豊
氏
が
本
年
九
月
1
1
一 

＋
日
で
任
期
満
了
に
な
る
の
 

で
、
後
任
者
を
選
任
す
る
も
 

の
で
あ
り
、
つ
ぎ
の
者
が
選
 

任
さ
れ
ま
し
た
。
 

住
所
 
金
田
町
大
字
神
崎
九
 

五
二
番
地
 

氏
名
 
香
月
 
豊
 

明
治
四
＋
三
年
七
月
 

二
＋
三
日
生
 

⑥
議
案
第
四
十
八
号
金
田
町
教
 

育
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
 

い
て
 

（
選
任
同
意
）
 

本
町
教
育
委
員
会
委
員
で
あ
 

る
阿
部
重
宏
氏
並
び
に
楠
木
 

教
正
氏
が
本
年
九
月
三
十
日
 

で
任
期
満
了
と
な
る
の
で
、
 

後
任
者
を
選
任
す
る
も
の
で
 

あ
り
、
つ
ぎ
の
者
が
選
任
さ
 

れ
ま
し
た
。
 

住
所
 
金
田
町
大
字
金
田
四
 

氏
名
 

住
所
 

氏
名
 

議会事務局L 

〇
八
番
地
 

阿
部
重
宏
 

大
正
十
年
七
月
ニ
十
 

八
日
生
 

金
田
町
大
字
金
田
九
 

八
番
地
 

楠
木
教
正
 

昭
和
十
七
年
五
月
十
 

七
日
生
 

⑥
議
案
第
四
十
九
号
字
の
区
域
 

及
び
名
称
の
変
更
に
つ
い
て
 

（
原
案
可
決
）
 

＠
議
案
第
五
十
号
字
の
区
域
及
 

び
名
称
の
変
更
に
つ
い
て
 

（
原
案
可
決
）
 

⑥
議
案
第
五
十
一
号
 
決
算
の
 

認
定
に
つ
い
て
（
原
案
認
定
）
 

m
昭
和
五
十
八
年
度
金
田
町
 

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
 

②
昭
和
五
十
八
年
度
金
田
町
 

同
和
地
区
住
宅
新
築
資
金
 

等
貸
付
事
業
特
別
会
計
歳
 

入
歳
出
決
算
 

③
昭
和
五
十
八
年
度
金
田
町
 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
 

歳
入
歳
出
決
算
 

田
昭
和
五
十
八
年
度
金
田
町
 

老
人
医
療
特
別
会
計
歳
入
 

歳
出
決
算
 

⑤
昭
和
五
十
八
年
度
金
田
町
 

簡
易
水
道
特
別
会
計
歳
入
 

歳
出
決
算
 

⑥
昭
和
五
十
八
年
度
金
田
町
 

水
道
事
業
会
計
決
算
 

⑥
請
願
書
の
審
査
 

O
非
課
税
貯
蓄
制
度
存
続
に
 

関
す
る
請
願
 

（
採
択
）
 

e
駅
横
跨
線
橋
架
設
に
関
す
 

る
請
願
書
（
土
木
鉱
害
委
 

員
会
に
付
託
継
続
審
査
）
 

⑥
意
見
書
の
審
査
 

0
非
課
税
貯
蓄
制
度
の
存
続
 

を
求
め
る
意
見
書
（
決
定
）
 

e
国
庫
補
助
負
担
率
引
き
下
 

げ
に
よ
る
地
方
負
担
転
嫁
 

反
対
に
関
す
る
意
見
書
 

（
決
定
）
 

以
上
 

、、・、、、・・、、、、、、さ、ミ、、、、、一S
、、、、ミ 
ミ、・、、，，●、、、・、、、、、、、、、、、、、、、、、ミ、、、、、‘，一・、‘・、，・、、、、 

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
 

ご
ざ
い
ま
し
た
 

こ
の
た
び
、
 
マ
イ
ク
ロ
購
入
 

及
び
消
防
警
報
用
サ
イ
レ
ン
購
 

入
の
一
部
と
し
て
、
植
高
勇
太
 

郎
氏
よ
り
社
会
福
祉
協
議
会
に
 

多
額
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
 

し
た
。
 

誠
に
奇
特
の
至
り
で
ご
ぎ
い
 

ま
す
。
 

こ
の
ご
厚
情
に
対
し
、
町
報
 

紙
上
を
も
っ
て
厚
く
お
礼
を
申
 

し
上
げ
ま
す
。
 

そ
の
行
為
に
対
し
感
謝
状
を
贈
 

呈
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
し
 

た。 

感
 

謝
 

状
 

植
 
高
 
勇

太

郎

殿

 

あ
な
た
は
、
本
町
社
会
福
祉
の
重
要
性
を
深
く
認
識
さ
 

れ
、
こ
の
た
び
消
防
警
報
用
サ
イ
レ
ン
及
び
マ
イ
ク
ロ
バ
 

ス
購
入
の
一
部
と
し
て
多
額
の
金
員
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
 

こ
と
は
、
誠
に
感
謝
に
た
え
ま
せ
ん
。
 

よ
っ
て
、
こ
こ
に
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
 

昭
和
五
十
九
年
五
月
二
十
一
日
 

金
 
田
 
町
 
長
 大

 
島
 
陸
 
雄
 

金
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

会
長
 
藤
 
川
 
義
 
臣
 

国
土
調
査
に
こ
協
力
を
 
園
 

ー
振
興
課
国
土
調
査
係
ー
 

（
前
号
よ
り
の
つ
づ
き
で
す
）
 

ニ
、
国
土
調
査
の
成
果
に
基
づ
 

く
登
記
 。

 

。
 

O
 

O
 

O
 

O
 

o
 

登
記
官
は
、
国
土
調
査
の
成
 

果
と
し
て
送
付
さ
れ
た
地
籍
簿
 

に
記
載
さ
れ
た
土
地
が
登
記
さ
 

れ
て
い
な
い
と
き
、
又
は
調
査
 

後
の
土
地
の
表
示
と
登
記
簿
上
 

の
表
示
（
所
有
権
の
登
記
名
義
 

人
を
含
み
ま
す
）
と
が
一
致
し
 

O
 

O
 

O
 

O
 

。
 

。
 

な
い
と
き
は
、
地
籍
簿
に
基
づ
 

O
 

O
 

o
 

O
 

O
 

o
 

O
 

O
 

O
 

o
 

O
 

o
 

き
、
土
地
の
表
示
の
登
記
又
は
 

O
 

O
 

o
 

O
 

O
 

o
 

O
 

O
 

O
 

O
 

o
 

o
 

変
更
の
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
 

O
 

O
 

。
 

。
 

o
 

り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
右
の
登
 

記
を
し
た
と
き
は
、
国
土
調
査
 

の
成
果
に
よ
り
登
記
し
た
旨
を
 

記
載
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
．
 

も
つ
と
も
、
地
籍
調
査
の
実
施
 

後
成
果
が
登
記
所
に
送
付
さ
れ
 

る
ま
で
の
間
に
地
目
の
変
更
、
 

所
有
者
の
表
示
の
変
更
、
分
筆
 

等
の
登
記
が
さ
れ
て
い
る
と
き
 

は、 

（
こ
の
場
合
、
必
ず
役
場
 

当
係
ま
で
ご
一
報
下
さ
い
）
少
 

な
く
と
も
当
該
事
項
に
つ
い
て
 

は
変
更
（
又
は
更
正
）
の
登
記
 

を
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
こ
と
 

に
な
つ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
登
記
は
、
国
土
調
査
法
 

第
二
〇
条
第
二
項
を
根
拠
と
し
 

て
さ
れ
る
も
の
で
、
地
籍
調
査
 

の
成
果
の
正
確
性
に
つ
い
て
は
 

。
 

。
 

。
 

。
 

。
 

。
 

。
 

。
 

O
 

O
 

o
 

o
 

法
令
上
の
根
拠
な
い
し
担
保
が
 

O
 

O
 

o
 

o
 

あ
り
ま
す
の
で
、
登
記
官
が
実
 

地
調
査
を
す
る
ま
で
も
な
く
、
 

そ
の
成
果
に
基
づ
い
て
直
ち
に
 

登
記
を
し
て
差
し
支
え
な
い
も
 

の
で
す
J

ま
た
、
登
記
の
実
行
 

時
期
に
つ
い
て
は
、
別
に
規
定
 

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
国
土
調
査
 

の
成
果
の
送
付
が
あ
つ
た
と
き
 

は
、
登
記
官
は
遅
滞
な
く
こ
れ
 

を
調
査
し
て
、
そ
の
登
記
を
な
 

す
べ
き
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
趣
旨
は
、
国
土
調
査
の
成
 

果
を
最
大
限
に
活
用
す
る
と
と
 

も
に
、
併
せ
て
不
動
産
（
土
地
）
 

の
現
況
を
で
き
る
限
り
早
期
に
 

公
簿
に
反
映
さ
せ
て
取
引
の
安
 

全
を
図
ろ
う
と
い
う
も
の
で
す
 

0
土
地
の
表
示
に
関
す
る
登
記
 

土
地
の
表
示
に
関
す
る
登
記
 

と
は
、
土
地
の
異
動
に
伴
う
も
 

の
、
す
な
わ
ち
所
在
、
地
番
、
 

地
目
、
地
積
及
び
表
題
部
に
記
 

載
さ
れ
た
所
有
者
の
表
示
の
変
 

更
（
更
正
）
の
登
記
並
び
に
表
 

題
部
に
す
る
土
地
の
表
示
の
登
 

記
の
ほ
か
、
土
地
の
滅
失
、
不
 

存
在
の
登
記
を
い
い
ま
す
。
 

（
次
号
に
つ
づ
き
ま
す
）
 

総
務
庁
の
 
「
行
政
相
談
」
を
 

「

」

存

じ

で

す

か

ク

 

行
政
相
談
制
度
は
、
あ
な
た
 

の
た
め
に
国
が
設
け
た
制
度
で
 

す。 役
所
な
ど
に
か
か
わ
る
仕
事
 

に
つ
い
て
、
わ
か
ら
な
い
／
こ
 

・
つ
し
て
ほ
し
い
／
ど
・
つ
し
た
ら
 

よ
い
の
か
／
こ
れ
で
は
困
る
ノ
 

な
ど
の
と
き
に
は
行
政
相
談
を
 

利
用
し
ま
し
よ
う
。
 

き
た
る
 10 

月
 14 

日
か
ら
 20 

日
 

ま
で
の
一
週
間
は
「
行
政
相
談
 

伸

び

 ょ
 
う
 

伸

ば

 そ

う

 

青

少

年

 

誘
 

《
俳
 
句
》
 

金

田

町

老

人

ク

ラ

ブ

 

岩
野
勝
義
 

そ
よ
風
に
流
さ
る
ま
、
の
 

赤
靖
蛤
 

克
芳
 

夜
ふ
け
ま
で
祭
ば
や
し
の
 

稽
古
の
音
 

政
子
 

落
ち
栗
の
針
の
皮
割
り
 

足
つ
か
い
 

鳥
越
美
枝
 

巡
り
来
る
敬
老
の
日
や
 

俳

句

・

短

歌

同

好

会

 

芙
蓉
咲
く
 

幸
子
 

マ
イ
カ
ー
が
運
ぶ
農
道
の
 

捨
て
案
山
子
 

無
記
名
 

敬
老
会
今
年
で
二
度
目
の
 

案
内
状
 

辰
島
宗
一
 

す
い
す
い
と
秋
空
を
舞
ふ
 

赤
と
ん
ぼ
 

岡
本
勝
次
郎
 

花
火
消
え
哨
煙
匂
ふ
闇
深
し
 

岡
本
 
清
子
 

娘
の
つ
g

る
リ
ハ
ビ
リ
日
誌
 

夜
の
秋
 

斉
藤
ナ
ミ
子
 

紅
顔
の
子
等
と
メ
ダ
カ
の
 

お
い
か
け
こ
 

原
田
 
豊
茂
 

嫁
の
手
に
 
引
か
れ
て
祭
り
 

獅
子
を
見
に
 

《
短
 
歌
》
 鳥

越
 
美
枝
 

山
峡
に
燃
え
つ
、
沈
む
タ
茜
 

絶
立
ゆ
く
命
の
 

輝
き
に
似
て
 

ま
し
て
立
派
な
会
旗
が
出
来
上
 

辰
島
 
宗
一
 

り
ま
し
た
事
連
合
会
長
を
初
め
 

攻
撃
の
斑
郵
も
う
た
づ
に
 

本
部
役
員
地
区
会
長
一
同
心
よ
 

敬
る
軌
か
に
長
き
別
れ
の
 
り
厚
く
御
礼
申
上
げ
ま
す
o
 

我
れ
は
手
を
ふ
る
 

昭
和
五
十
九
年
八
月
 

知
覧
特
攻
遺
品
館
に
て
 

金
田
町
老
人
ク
ラ
プ
連
合
会
 

岩
野
 
勝
義
 

こ
の
命
靖
国
神
社
に
 

帰
る
日
を
信
じ
て
我
れ
わ
 

基
地
を
飛
び
た
つ
 

知
覧
特
攻
基
地
見
学
よ
り
 

御
礼
の
言
葉
 

金
田
町
有
志
御
一
同
様
 

今
回
金
田
町
老
人
ク
ラ
プ
連
合
 

会
々
旗
作
製
に
あ
た
り
金
田
町
 

有
志
の
方
々
の
御
賛
同
と
御
協
 

力
を
た
ま
わ
り
仰
寄
附
に
よ
り
 

会
員
一
同
 

お
礼
の
こ
と
ば
 

岩
本
コ
マ
ッ
様
 

金
田
町
老
人
ク
ラ
プ
連
合
会
に
 

香
典
返
し
を
御
寄
贈
下
さ
い
ま
 

し
た
の
で
ク
ラ
プ
活
動
に
有
意
 

儀
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
 

す。 厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

金
田
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
 

会
長
 
辰
島
宗
一
 

、

ー

 
、
ー
 

、

？

ノ

？

、

‘

‘

ノ

、

J

、
・
ノ
、
l
ノ
 

十
 
月
 
詠
 
草
 

く

I
‘
・
、
ノ
・
‘
、
、
〈
、
、
I
ー
、
I
'
‘
、
、
〈
、
、
（
、
 

公
民
館
短
歌
教
室
 

友
清
 
隆
雄
 

た
ら
ち
ね
の
母
と
し
言
ふ
は
何
 

な
ら
む
 
美
し
き
老
い
と
は
無
 

縁
な
る
日
々
 

三
村
 
和
子
 

む
ら
さ
き
の
煙
の
ど
か
に
登
り
 

窯
 
素
焼
の
肌
に
秋
の
日
映
ゅ
 

高
木
美
代
子
 

に
げ
た
蟹
探
し
も
と
め
る
幼
子
 

の
 

背
に
太
陽
の
さ
ん
さ
ん
と
 

照
る
 

林
 

淳
一
 

縁
下
を
つ
い
の
す
み
か
と
定
め
 

し
ゆ
う
え
ん
 

た
る
 

鶏
の
終
罵
子
等
と
見
守
 

る
 

藤
本
 
唯
彦
 

窓
ち
か
く
す
ず
め
き
た
り
て
晴
 

く
タ
べ
 

焦
げ
つ
か
し
た
る
鍋
 

磨
き
を
り
 

伊
藤
 
初
美
 

思
ひ
立
つ
ま
ま
に
f
と
き
し
大
 

島
の
 

海
辺
の
宿
に
一
夜
く
つ
 

ろ
ぐ
 

並
川
 

君
子
 

の
ぞ
み
 

い
さ
さ
か
の
希
准
を
も
ち
て
昂
 

ぶ
れ
ど
 

電
話
の
声
に
こ
こ
ろ
 

ふ
さ
ぎ
ぬ
 

小
野
と
め
子
 

千
手
佐
起
子
 

客
事
に
母
さ
ん
の
煮
メ
か
か
せ
 

ぬ
と
 

子
に
お
だ
て
ら
れ
牛
芽
 

ほ
り
来
る
 

藤
林
 
俊
信
 

父
の
日
に
息
子
の
嫁
に
贈
ら
れ
 

し
 

派
手
な
セ
ー
タ
を
外
出
に
 

着
る
 

菊
池
 

一
枝
 

藤
寺
の
藤
の
花
房
匂
る
る
て
 

赤
提
灯
は
風
に
ゆ
ら
ぎ
ぬ
 

久
保
 
恵
子
 

罪
を
わ
び
泣
き
つ
つ
眠
り
し
子
 

の
横
に
 

眠
れ
ず
に
る
る
わ
が
 

身
せ
め
カ
て
 

阿
部
 
重
宏
 

雲
低
き
空
見
上
げ
つ
つ
遠
き
子
 

に
 

送
り
や
ら
む
と
薯
堀
り
急
 

か
、
 

つ
り
道
具
大
売
出
し
の
案
内
が
 

今
年
も
と
ど
く
病
む
夫
の
も
 

と
に
 

室
 

ト
ョ
 

朝
ま
だ
き
田
の
道
ゅ
け
ば
青
々
 

と
 
伸
び
し
稲
葉
に
露
の
か
が
 

や
く
 

福
田
 

昌
 

逝
き
し
人
の
見
る
こ
と
は
な
き
 

新
緑
の
 
伸
び
ゆ
く
さ
ま
を
黙
 

し
て
眺
む
 

岡
野
富
司
生
 

通
知
票
手
に
校
門
を
出
る
母
と
 

娘
の
ー
つ
日
傘
で
何
語
る
ら
む
 

子
供
ら
を
 
わ
が
子
の
ご
と
 

つ
よ
く
叱
れ
り
 

中
村
 
繁
生
 

水
筒
を
多
く
携
へ
山
清
水
や
 

井
戸
水
あ
れ
 
ば
汲
み
持
ち
帰
 

る
 

山
口
 

倭
子
 

う
す
暗
き
木
立
の
な
か
に
見
っ
 

あ
か
り
 

け
た
る
 
石
楠
花
の
花
は
灯
の
 

ご
と
し
 

田
代
 

稔
 

ト
コ
ト
コ
と
足
音
聞
こ
ゆ
廊
下
 

よ
り
 
幼
き
孫
の
起
き
て
く
る
 

●h
ノ・し 

井
手
元
智
恵
子
 

芋
づ
る
の
皮
む
き
な
が
ら
遠
き
 

福
原
 
照
子
 
日
の
 

母
の
姿
を
思
ひ
だ
し
を
 

す
さ
ま
じ
く
か
け
寄
り
c

く
る
 
り
 

ー
 

週
間
」
で
す
．
 

こ
の
機
会
に
、
日
項
持
つ
て
い
 

る
な
や
み
や
要
望
を
申
し
出
て
 

下
さ
い
。
 

も
ち
ろ
ん
相
談
は
無
料
で
、
 

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
 

金
田
町
の
行
政
相
談
委
員
は
 

香
月
豊
さ
ん
で
す
。
 

（
電
話
②
0
5
7
6
番） 

行
政
相
談
制
度
の
お
問
い
合
 

わ
せ
は
 

九
州
管
区
行
政
監
察
局
 

行
政
相
談
課
へ
 

電
話
0
9
2
1
4
3
1
1
7
 

0
8

一 

第
四
回
 
金
田
町
短
歌
大
会
 

参

加

作

品

 募

集

 

u
公
民
館
短
歌
教
室
廿
 

野
に
山
に
豊
か
な
稔
り
の
秋
 

を
迎
え
、
自
然
も
人
も
充
実
す
 

る
好
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
秋
に
あ
た
り
中
央
公
民
 

館
主
催
の
も
と
に
、
第
四
回
金
 

田
町
短
歌
大
会
を
左
記
に
よ
り
 

開
催
致
し
ま
す
。
今
回
も
町
民
 

多
数
の
方
が
お
気
軽
に
参
加
さ
 

れ
ま
す
よ
う
ご
案
内
致
し
ま
す
 

記
 

一
、
参
加
資
格
 

老
若
男
女
を
問
い
ま
せ
ん
 

初
め
て
の
方
歓
迎
し
ま
す
 

二
、
応
募
作
品
 

一
人
二
首
以
内
、
＋
月
二
十
 

五
日
締
切
 

三
、
申
込
先
 

金
田
町
中
央
公
民
館
又
は
 

藤
林
俊
信
、
田
代
稔
、
山
口
 

倭
子
、
阿
部
重
宏
、
福
田
昌
 

宛
、
葉
書
、
持
参
、
電
話
 

四
、
開
催
期
日
 

十
一
月
上
旬
 

作
品
応
募
者
に
は
開
催
日
時
 

が
き
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
 

ま
す
。
 

五
、
発
表
 

金
田
町
報
一
月
号
の
予
定
 

共
同
募
金
の
お
願
い
プ
 

野
山
も
す
っ
か
り
秋
景
色
と
 

な
り
ま
し
た
が
、
町
民
各
位
に
 

お
か
れ
て
は
、
益
々
御
健
勝
の
 

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
 

さ
て
、
今
年
も
例
年
の
と
お
 

り、 

10 

月
よ
り
共
同
募
金
を
お
 

願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
 

本
町
で
は
、
こ
の
募
金
を
敬
老
 

会
の
記
念
品
や
水
禍
防
止
の
立
 

札
、
老
人
対
策
や
長
期
入
院
患
 

者
の
激
励
、
各
陣
福
祉
団
体
の
 

育
成
等
に
刈
用
さ
せ
て
頂
い
て
 

お
り
ま
ー
。
 

私
達
の
手
r

明
る
い
住
み
よ
い
 

地
域
什
会
を
作
る
為
～
、
温
カ
 

い
思
い
や
り
を
お
寄
せ
下
さ
い
 

尚
、
組
長
な
ら
び
に
婦
人
会
の
 

皆
さ
ん
が
、
後
日
お
伺
い
致
し
 

ま
す
の
で
本
年
も
共
同
募
金
の
 

主
旨
を
ご
理
解
の
上
、
募
金
運
 

動
に
対
し
、
皆
様
の
一
層
の
御
 

支
授
．
御
協
力
を
お
願
い
申
し
 

上
げ
ま
す
。
 

連
絡
先
 
金
田
町
役
場
 

福
祉
係
 

T
b
L
の
》
0
5
5
5
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退
職
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
 

国

民

健

康

保

険

係

 

国
民
健
康
保
険
に
、
新
た
に
 

退
職
者
医
療
制
度
が
で
き
、
対
 

象
者
は
、
病
院
な
ど
で
支
払
う
 

自
己
負
担
額
が
軽
減
さ
れ
る
こ
 

と
に
な
り
ま
し
た
。
 

（
対
象
者
）
 

こ
の
制
度
の
対
象
と
な
る
人
 

は
、
現
に
、
国
民
健
康
保
険
に
 

一
数
鍛
熱
」
」
鵬
騒
確
 

艮
一
れ
ま
す
』
 
て
被
用
者
年
金
受
紀
 

！
者
の
方
及
び
そ
の
被
扶
養
者
の
 

方
で
す
。
 

（注） 

町
 

田
 

金
 

0
被
用
者
年
金
受
給
者
と
は
、
 

厚
生
年
金
や
船
員
保
険
あ
る
い
 

は
各
種
の
共
済
組
合
か
ら
老
齢
 

（
退
職
）
年
金
や
通
算
老
齢
（
 

退
職
）
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
 

で
き
る
人
な
ど
で
す
。
た
だ
し
 

通
算
老
齢
（
退
職
）
年
金
を
受
 

け
る
こ
と
が
で
き
る
人
に
つ
い
 

て
は
、
年
金
制
度
（
国
民
年
金
 

を
除
き
ま
す
）
 
に
加
入
し
て
い
 

た
期
間
が
原
則
と
し
て
 20 

年
以
 

上
で
あ
る
か
、
又
は
 40 

歳
以
後
 

の
期
間
が
 10 

年
以
上
で
あ
る
こ
 

と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
共
済
 

組
合
の
退
職
年
金
又
は
通
算
退
 

職
年
金
に
つ
い
て
は
、
若
年
を
 

理
由
と
し
て
そ
の
全
額
が
支
給
 

停
止
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
 

の
支
給
停
止
さ
れ
て
い
る
間
は
 

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
 

e
被
扶
養
者
と
は
、
被
用
者
年
 

金
受
給
者
の
配
偶
者
（
届
出
を
 

し
て
い
乙
い
が
事
実
上
婚
姻
関
 

係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
人
を
 

含
み
ま
す
）
や
三
親
等
内
の
親
 

族
で
あ
つ
て
、
そ
の
被
用
者
年
 

金
受
給
者
と
同
一
の
世
帯
に
属
 

し
、
主
と
し
て
そ
の
者
に
よ
り
 

生
計
を
維
持
し
て
い
る
人
で
す
 

従
つ
て
、
例
え
ば
、
同
一
の
世
 

帯
に
属
し
て
い
る
人
で
、
そ
の
 

年
間
収
入
が
 90 

万
（
 65 

歳
以
上
 

の
人
又
は
一
定
程
度
の
障
害
如
 

有
す
る
場
合
に
は
一
召
万
円
）
 

未
満
で
あ
る
方
は
被
扶
養
者
と
 

な
り
ま
す
。
 

（
負
担
の
軽
減
）
 

こ
の
制
度
の
対
象
者
に
つ
い
 

て
は
、
病
院
や
診
療
所
な
ど
で
 

支
払
う
自
己
負
担
額
（
こ
れ
ま
 

で
は
3
割） 

が
、
次
の
よ
う
に
 

軽
減
さ
れ
ま
す
。
 

退
職
被
保
険
者
 

入
院
 

2
割
 

外
来
 

2
割
 

被
扶
養
者
 

入
院
 

2
割
 

外
来
 

3
割
 

高

額

療

養

費

 

自
己
負
担
の
引
き
下
げ
 

高
額
養
費
の
自
己
負
担
が
、
 

s
 59 

年
 10 

月
診
療
分
か
ら
引
き
 

下
げ
ら
れ
る
事
に
な
り
ま
す
。
 

慨
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

m
、
患
者
負
担
は
最
高
五
万
一
 

千
円
、
低
所
得
者
は
入
院
、
外
 

来
と
も
患
者
負
担
額
は
、
三
万
 

円
ま
で
。
 

②
、
同
一
世
帯
で
、
同
一
月
に
 

三
万
円
（
低
所
得
者
は
、
二
万
 

一
千
円
）
以
上
の
負
担
が
、
複
 

数
生
じ
た
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
 

を
合
算
し
、
患
者
負
担
限
度
額
 

を
超
え
る
部
分
を
高
額
療
養
費
 

と
し
て
支
給
し
ま
す
。
 

⑧
、
同
一
世
帯
で
年
間
に
4
回
 

以
上
、
高
額
療
養
費
の
支
給
を
 

受
け
た
場
合
に
は
、
4
回
目
か
 

ら
は
、
負
担
の
限
度
額
を
三
万
 

円
（
低
所
得
者
は
、
二
万
一
千
 

円
）
に
軽
減
す
る
。
 

固
、
厚
生
大
臣
の
指
定
し
た
長
 

期
高
額
疾
病
に
つ
い
て
は
、
負
 

担
限
度
額
を
月
一
万
円
に
軽
減
 

す
る
。
 

税
務
講
習
会
開
催
の
 

お
 

知
 

ら
 

せ
 

金
田
町
税
務
課
・
金
田
町
商
 

工
会
共
催
で
、
 

「
く
ら
し
と
税
 

金
」
と
題
し
ま
し
て
、
田
川
税
 

務
署
職
員
に
よ
る
講
習
会
を
下
 

記
の
要
領
に
て
開
催
致
し
ま
す
 

最
近
パ
ー
ト
で
働
く
主
婦
も
増
 

え
、
パ
ー
ト
収
入
と
税
金
の
関
 

係
、
又
身
近
に
関
係
の
あ
る
税
 

法
の
改
正
点
に
つ
い
て
ス
ラ
イ
 

ド
を
交
え
て
行
い
ま
す
。
 

こ
の
機
会
に
日
頃
皆
様
方
が
税
 

金
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
点
が
 

ご
ぎ
い
ま
し
た
ら
ど
し
ど
し
質
 

問
を
し
て
下
さ
い
。
 

記
 

一
日
時
 

11 

月
 21 

日
 
（水） 

午
後
8
時
 

一
場
所
 

金
田
町
役
場
二
階
 

衛 官 募 集ロ 自
 募集種目 資 格 受付期 間 ―次試験期日 

防衛大学校 

学 生 

高卒（見込） 

2~才未満 

10月1日から 

10月27日まで 

11月 

2日・3 日 

自衛隊生徒 

自衛隊生徒 

中卒（見込） 

17才未満 

11月1日から 

60年1月5日 

まで 
60年1月8日 

2等 

陸・海・空士 

18 才以上 

25 才未満 

年間を通じて 

受付けており 

ます 

受付時に指定 
します 
来春高卒予定 
者は10月1日 
以降です 

※ 間い合せ先 

飯塚募集事務所（飯塚市横田820 ) 

電話0984 -22 -4 B 41 番 

《
警
察
か
ら
の
お
願
い
》
 

「
正
し
く
使
お
う
1
l
O
番」 

※
1
1
0
番
は
緊
急
通
報
用
の
 

電
話
で
す
。
 

●
運
転
免
許
証
に
つ
い
て
の
問
 

い
合
せ
 

●
落
し
物
や
地
理
の
問
い
合
せ
 

●
道
路
交
通
情
報
 

●
困
り
ご
と
の
相
談
 

等
緊
急
を
要
し
な
い
も
の
に
つ
 

い
て
は
、
田
川
警
察
署
（
②
2
 

1
2
O
）
も
し
く
は
最
寄
り
の
 

派
出
所
、
駐
在
所
に
直
接
電
話
 

し
て
下
さ
い
。
 

※
い
た
ず
ら
1
1
0
番
は
や
め
 

ま
し
よ
う
。
 

※
1
1
0
番
は
お
ち
つ
い
て
 

●
何
が
あ
っ
た
か
 

●
い
つ
あ
っ
た
か
 

●
ど
こ
で
（
場
所
、
目
標
な
 

ど） 

●
ど
う
な
つ
て
い
る
か
 

●
あ
な
た
の
住
所
，
氏
名
、
 

電
話
番
号
 

・
・
！
，
、
‘
！
●
？
●
、
‘
●
‘
J
？
、
・
？
●
●
？
●
、
●
●
、
、
！
、
、
一
、
？
●
、
●
●
《
？
●
、
●
●
、
？
●
、
、
く
？
，
‘
」
L
 

お
 
め
 
で
 
と
 
う
 

二
！
●
■
？
，
、
く
！
、
‘
，
、
・
，
，
・
，
，
‘
「
●
・
．
●
，
・
？
●
、
●
●
■
■
●
●
、
‘
●
、
●
，
、
J
？
●
・
．
《
●
●
？
●
、
●
，
‘
 

＠
第
 13 

回
田
川
郡
子
供
会
 

＠
第
8
回
下
田
川
子
供
会
 

親
善
ス
ポ
ー
ッ
大
会
 

親
善
ス
ポ
ー
ッ
大
会
 

（
金
田
町
代
表
h
平
原
子
供
会
 

（
金
田
町
代
表
廿
女
子
 
神
崎
 

女
子
の
部
 

三
・
小
豆
田
子
供
会
・
男
子
 

（
フ
ツ
ト
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
）
 

東
・
西
金
田
子
供
会
）
 

優
勝
 

女
子
の
部
 
優
勝
 
フ
ッ
ト
べ
 

男
子
の
部
 

ー
ス
ポ
ー
ル
・
男
子
の
部
 
準
 

（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）
準
優
勝
 
優
勝
 
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
 

交
通
事
故
の
こ
相
談
は
 

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
 

無
料
で
こ
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
 

午
前
9
時
半
ー
午
後
4
時
 40 

分
 
小
倉
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
 

（
平
日
）
 

ン
タ
I
 

土
曜
日
は
正
午
ま
で
 

（
第
2
土
曜
日
は
休
み
ま
 

す） 

＠
専
門
の
相
談
員
が
親
身
に
な
 

つ
て
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

⑥
弁
護
士
相
談
日
 

毎
週
金
曜
日
 

午
後
1

時
？
4
時
 

社
団
法
人
 

日
本
損
害
保
険
協
会
 

北
九
州
市
小
倉
北
区
紺
屋
町
9
 

明
治
生
命
小
倉
ビ
ル
8
階
 

小
倉
調
査
事
務
所
内
 

鷺
O
九
一
干
五
一
一
一
と
一
一
四
〇
 

（
直
通
）
 

〇
九
三
ー
五
四
一
ー
一
五
三
一
 

電
話
 

こ
相
談
も
 

お
受
け
し
ま
す
 

あ
り
が
と
う
 

こ
ざ
い
ま
し
た
 

社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

杉
元
 

一
雄
 

殿
 

相
原
 

渡
 
殿
 

若
林
 
ウ
メ
 

殿
 

岩
本
 

コ
マ
ッ
殿
 

石
川
 
秀
子
 
殿
 

相
原
 
清
子
 
殿
 

右
の
方
A

よ
り
香
典
返
し
と
 

し
て
、
御
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
 

し
た
。
 

社
会
福
祉
の
た
め
有
意
義
に
 

使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
．
 


